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1. イントロダクション 1/3

 当社が掲げるエナジートランジションのテーマは以下の3つ。
 今回は「既存インフラの脱炭素化」と「⽔素エコシステムの実現」に関する

トピックについてご説明します。

既存インフラの
脱炭素化

⽔素エコシステムの
実現

CO2エコシステムの
実現
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1. イントロダクション 2/3

 ⽔素は⼀次エネルギーである天然ガス、原⼦⼒、⾵⼒等から「製造」して得られる
⼆次エネルギーです。

 ⽔素の本格普及には、製造〜利⽤までのすべてを整備し、エコシステムを成⽴させる
必要があります。

利 ⽤輸送・貯蔵⽔素・アンモニア製造⼀次エナジー

再エネ ⽔素貯蔵

天然ガス

コンプレッサ
(⽔素圧縮)

⾼温⽔蒸気
電解

⽔素・アンモニア
ガスタービン

⽔素ガスエンジン

燃料電池
（SOFC）

⽔素還元製鉄

アンモニア混焼
ボイラー

プラズマ
熱分解

メタン
熱分解

昇圧ポンプ
(液体⽔素)

原⼦⼒
（⾼温ガス炉）

⽔電解

触媒

※このプレゼンテーションの⼀部は、(国研)新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)事業による開発成果を含みます。



© MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved. 4

1. イントロダクション 3/3

 ⽔素ガスタービンは実現間近。⽬先の課題である既存発電プラントの脱炭素化に⼤き
く貢献し、需要⾯から⽔素エコシステムの実現性を⾼めることに繋がります。

 ⽔素ガスタービンの開発、設計、製造、実証を⼀気通貫で担うのが⾼砂⼯場です。
将来、⾼砂⼯場では、⽔素製造設備も導⼊予定であり、⽔素エコシステム構築の実証
も計画しております。

 これからこの⾼砂⼯場で、⽔素ガスタービン開発の現場をご覧いただきます。

製造拠点

設計拠点

実証拠点 開発拠点
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2. バーチャル⼯場⾒学 1/9

 兵庫県にある⾼砂⼯場は、ガスタービンの開発から製造、実証までを担っています。
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2. バーチャル⼯場⾒学 2/9

 ここは発電効率64％で運⽤中の、世界で唯⼀の「実証設備複合サイクル発電所」が
あることで業界でも有名な⼯場です。

 この実証発電所をはじめ、様々な設備を活⽤してガスタービンの研究開発が⾏われて
います。
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2. バーチャル⼯場⾒学 3/9

 これまで既存の燃焼⽅式で⽔素燃焼の実績を重ねてきましたが、低NOx、⾼効率の
⼤型ガスタービンで⽔素100％専焼を実現する新しい燃焼⽅式についても開発中です。



© MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved. 8

2. バーチャル⼯場⾒学 4/9

 開発の第⼀段階では数値シミュレーションを活⽤します。
温度や流速の分布を計測し、燃焼器の性能を評価します。
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2. バーチャル⼯場⾒学 5/9

 シミュレーションの次は、要素ごとの検証を⾏います。
 ⽔素の⽕炎は⽬に⾒えないため、特殊なカメラで実際の⽕炎を観測します。
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2. バーチャル⼯場⾒学 6/9

 ⾼圧要素燃焼試験設備では、実機と同じ圧⼒・温度で、実物の数分の⼀の要素モデル
を⽤いた検証を⾏います。

 今はマルチクラスター燃焼器の試験を実施中です。
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2. バーチャル⼯場⾒学 7/9

 実圧燃焼試験設備では、要素を組み上げた際の動作を確認します。
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2. バーチャル⼯場⾒学 8/9

 実機運転前の最終段階として、実機と同じ条件で⻑時間の運転を⾏います。
 予混合燃焼器⽅式での30％⽔素混焼は、この設備で実証を完了しています。



© MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved. 13

2. バーチャル⼯場⾒学 9/9

 三菱重⼯は、世界最⾼効率の⽔素ガスタービンを開発しました。
未来ではなく、現実です。
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2. バーチャル⼯場⾒学会 プロモーション動画

 こちらのURLからご覧ください。
https://www.mhi.com/jp/finance/library/et
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3. エンディング 1/4

ロサンゼルス●

アデラント変電所

アリゾナ

ユタ

ネバダ

CALIFORNIA

OREGON
アイダホ

インターマウンテン
発電所

先進的
クリーンエネルギー
貯蔵事業

インターマウンテン
500kV送電線

（⽔素発電・貯蔵プラントのイメージ）

出⼒（CC）

ガスタービン機種

所在地

840 MW（2 GTCC）

M501JAC

⽶国（ユタ州）

• ⽯炭⽕⼒発電所をGTCCへ更新する計画。

• ⽔素混焼（30％）により最⼤で
年間460万トンのCO2排出量を削減。

• 発電電⼒はカリフォルニア州及びユタ州に供給。

 カーボンニュートラル実現のためには⽔素エコシステムの実現が必要です。
これにはまだ課題もありますが、⽔素エコシステムを具現化するプロジェクトも
既に進⾏中です。



© MITSUBISHI HEAVY INDUSTRIES, LTD.  All Rights Reserved. 16

3. エンディング 2/4

 このプロジェクトにはグリーン⽔素の「作る」「貯める」「運ぶ」「使う」の全てが
含まれます。

 当社製の⽔素焚きJ形タービンで2025年に⽔素混焼率30%で運転を開始します。

地下空洞活⽤プロジェクト
概略図

⽔素
電気

地下岩塩空洞への
エネルギー貯蔵

⽔素貯蔵再エネ電⼒

⽔電解装置 ⽔素焚きガスタービン 需要家
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3. エンディング 3/4

エクイノール社と
低炭素技術の⾼度化へ協業

ハンブルクの⽔素プロジェクト
推進基本合意

Drax社発電所でBECCS
パイロット試験実施

英国産業クラスター
脱炭素プロジェクト参画

TCM社と世界最⼤級CO2
回収実証試験

アルバータ州セメント
プラント低炭素化調査

テキサス州LNG液化
プラント向けCO2回収
基本計画契約締結

P15,16でご紹介

ユタ州先進的クリーンエネ
ルギー貯蔵事業参画および
⽔素焚きJAC形GT受注

南オーストラリア州のグリーン⽔素・
アンモニア事業開発参画

⽔素 CO2

 このほかにも世界中で⽔素エコシステム構築に向けたプロジェクトが進⾏中です。

当社が参画する主要プロジェクト

ケッペルデータセンター
ブルー⽔素プロジェクト

エンタジー社
脱炭素化プロジェクト
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3. エンディング 4/4

 次回は、カーボンニュートラルに向けたもう⼀つの鍵となるCO2に係る取組みを
ご紹介します。


